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一
九
七
二
年
、
山
東
省
臨
祈
県
銀
雀
山
漢
墓
か
ら
大
量
の
竹
簡
が

発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
『
孫
子
』
『
孫
腋
兵
法
』
『
尉
練
子
』
『
六

餡
』
な
ど
に
比
定
さ
れ
る
古
代
兵
書
、
更
に
は
、
「
守
法
」
「
守
令
」

な
ど
の
篇
名
を
持
つ
古
侠
兵
書
（
注
1
)
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

発
見
に
よ
り
、
中
国
古
代
の
軍
事
史
・
軍
事
思
想
史
の
研
究
は
新
た

な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

従
来
、
「
軍
事
」
「
戦
争
」
「
平
和
」
な
ど
を
主
軸
と
す
る
中
国
思

想
史
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
構
想
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
直

接
的
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
資
料
上
の
制
約
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
中
国
の
戦
争
観
や
軍
事
思
想
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
際
、

主
要
な
研
究
対
象
と
し
て
先
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、
古
代
に
於
て

「
兵
」
を
専
論
し
た
「
兵
書
」
で
あ
る
。
春
秋
戦
国
時
代
に
は
、
慢

性
的
な
戦
争
状
態
を
背
景
に
、
数
多
く
の
兵
書
が
産
出
さ
れ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
秦
帝
国
興
亡
の
混
乱
を
経
て
、
漢
初
に
張
良
や
韓
信

が
図
書
整
理
を
試
み
た
後
に
は
、
一
十
五
家
が
残
存
す
る
の
み
と
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
後
の
宋
代
に
主
要
な
七
部
の
兵
書
が
「
武
経

七
書
」
と
し
て
総
括
さ
れ
た
後
は
、
専
ら
こ
の
七
書
の
み
が
代
表
的

な
兵
書
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
七
書
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
『
孫
子
』
を
初
め
、

こ
れ
ら
古
代
兵
書
に
は
、
そ
の
資
料
的
価
値
に
対
す
る
疑
義
が
古
く

か
ら
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
『
孫
子
』
は
、
現
行
本
十
三
篇
が
春

秋
時
代
の
孫
武
に
関
わ
る
兵
書
な
の
か
、
戦
国
時
代
の
孫
腋
に
関
わ

る
兵
書
な
の
か
、
と
い
う
成
立
の
最
も
根
幹
に
関
わ
る
部
分
に
疑
義

が
持
た
れ
、
ま
た
『
呉
子
』
『
司
馬
法
』
『
尉
瞭
子
』
『
六
餡
』
『
三
略
』

も
、
す
べ
て
後
代
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
、
或
い
は
少
な
く
と
も
そ
の

一
部
に
後
世
の
偽
作
部
分
を
含
む
と
考
え
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
資
料
的
問
題
が
、
中
国
の
軍
事
思
想
史
を
構
想
せ
ん

と
す
る
際
の
、
最
大
の
障
壁
に
な
っ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
発
見
は
、
こ
う
し
た
資
料
的
制
約
と
い
う
障

中
国
軍
事
思
想
史
研
究
の
現
状
と
課
題

湯

浅

邦

弘
（
大
阪
大
学
）
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壁
を
打
ち
破
り
、
新
た
な
研
究
を
展
開
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
改
め
て
、
中
国
軍
事
思
想
史
研
究
の
現
状

を
概
観
し
、
出
土
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
新
段
階
を
迎
え
た
研
究
の

動
向
に
つ
い
て
、
筆
者
な
り
の
展
望
を
記
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

但
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
要
な
対
象
を
、
中
国
・
日
本
に
於
け
る

古
代
軍
事
思
想
研
究
に
限
定
す
る
。
無
論
、
西
洋
に
も
、
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ッ
ツ
の
『
戦
争
論
』
と
の
対
比
と
い
う
観
点
か
ら
『
孫
子
』
に
注

目
し
、
或
い
は
、
現
代
世
界
に
於
け
る
中
国
の
軍
事
動
向
と
い
う
関

心
か
ら
、
中
国
の
軍
事
や
伝
統
的
戦
争
観
に
言
及
す
る
も
の
は
見
受

け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
、
個
々
の
資
料
に
即
し
た
実
証
的
な

研
究
と
い
う
点
で
、
先
ず
は
中
国
・
日
本
の
研
究
を
精
査
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
古
代
を
中
心
と
す
る
の
は
、
そ
れ
が
中
国

軍
事
思
想
の
形
成
期
に
当
た
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
軍
事

思
想
の
基
本
的
特
質
が
後
世
に
も
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
中
国
哲
学
史
・
思
想
史
研
究
に
於
け
る
軍
事
思
想
の

取
り
扱
い
（
中
国
）
、
軍
事
史
・
軍
事
思
想
研
究
の
状
況
（
中
国
）
、

日
本
に
於
け
る
研
究
の
概
況
、
と
い
う
三
つ
の
節
を
設
定
し
、
順
次
、

主
要
な
先
行
研
究
に
つ
い
て
批
評
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

先
ず
、
二
十
世
紀
の
中
国
思
想
史
研
究
に
大
き
な
影
聾
を
与
え
た

業
績
と
し
て
、
胡
適
『
中
国
哲
学
史
大
綱
』
上
巻
(
-
九
一
九
年
）

が
あ
る
。
そ
の
研
究
は
、
「
新
し
い
立
場
で
書
い
た
哲
学
史
と
し
て

画
期
的
な
意
味
を
持
」
ち
、
「
哲
学
史
の
あ
り
方
や
中
国
哲
学
全
般

の
見
と
お
し
を
述
べ
て
い
て
、
内
容
の
新
鮮
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、
内

外
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
（
金
谷
治
「
思
想
史
と
は
何

か
」
、
大
修
館
書
店
・
中
国
文
化
叢
書
三
『
思
想
史
』
、
一
九
六
七
年
）

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
成
が
「
老
子
」
「
孔
子
」
「
墨
子
」
な

ど
の
諸
子
分
類
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
そ
の

主
目
的
は
、
著
名
な
諸
子
ご
と
の
思
想
的
特
質
を
解
明
す
る
と
い
う

点
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ら
を
縦
断
す
る
大
き
な
主
題
、
例

え
ば
「
軍
事
」
「
戦
争
」
と
い
う
視
点
な
ど
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
思
想
史
の
記
述
は
、
そ
の
後
の
思
想
史
研
究
に
影
晋
を

与
え
、
そ
の
基
本
的
枠
組
を
規
定
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
凋
友
蘭
『
中
国
哲
学
史
』
(
-
九
三
四
年
）
は
、
先
秦
時

代
を
「
子
学
時
代
」
、
漢
代
以
降
を
「
経
学
時
代
」
と
二
大
区
分
し

た
上
で
、
各
々
著
名
な
思
想
家
を
取
り
上
げ
、
そ
の
思
想
的
特
質
を

分
析
す
る
と
の
体
裁
を
採
っ
て
い
る
。
子
学
時
代
で
は
、
手
文
、
宋

ゃ

妍
の
「
寝
兵
」
説
（
兵
を
寝
む
と
い
う
反
戦
思
想
）
に
関
わ
る
資
料

が
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
「
戦
争
」
「
平
和
」
と
い
う
視

座
を
全
面
に
押
し
出
し
た
結
果
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
戦
国
時
代

(46) 



2267 

の
諸
子
の
一
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
郭
沫
若
『
十
批
判
書
』
(
-
九
四
五
年
）
は
、
「
孔

墨
的
批
判
」
「
儒
家
八
派
的
批
判
」
「
稜
下
黄
老
学
派
的
批
判
」
「
呂

不
尊
与
秦
王
政
的
批
判
」
な
ど
、
や
や
主
題
的
な
章
立
て
と
な
る
が
、

そ
の
基
本
は
、
や
は
り
諸
子
ご
と
の
思
想
的
特
質
の
解
明
に
あ
り
、

む
ろ
ん
全
体
を
縦
断
す
る
「
軍
事
」
と
い
う
視
点
な
ど
は
な
い
。
但

し
、
同
じ
く
郭
沫
若
の
『
先
秦
学
説
述
林
』
(
-
九
四
五
年
）
に
は
、

「
述
呉
起
」
の
章
に
呉
起
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
所

謂
「
兵
家
」
の
思
想
家
を
―
つ
の
章
に
独
立
し
て
取
り
上
げ
た
早
い

例
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
侯
外
麿
等
『
中
国
思
想
通
史
』
(
-
九
五
七
年

S
六
0
年）

は
、
思
想
の
歴
史
的
展
開
を
描
写
せ
ん
と
し
、
「
殷
代
的
宗
教
思
想
」

「
西
周
城
市
国
家
的
意
識
形
態
」
な
ど
、
諸
学
派
の
思
想
の
基
盤
と

な
る
宗
教
意
識
や
社
会
意
識
に
も
配
慮
し
た
点
に
特
色
を
持
つ
。
し

か
し
、
基
本
的
な
枠
組
は
、
「
老
子
思
想
」
「
荘
子
的
主
観
唯
心
主
義
」

「
思
孟
学
派
及
其
唯
心
主
義
的
儒
学
思
想
」
「
中
国
古
代
思
想
的
綜

合
者
ー
唯
物
主
義
思
想
家
荀
子
」
な
ど
の
伝
統
的
諸
子
分
類
に
過
ぎ

ず
、
ま
た
、
そ
の
基
本
的
方
法
論
も
、
唯
物
史
観
に
基
づ
き
、
各
々

の
評
価
を
唯
心
論
•
唯
物
論
と
い
う
枠
組
で
示
す
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。こ

れ
ら
、
初
期
の
思
想
通
史
に
は
、
軍
事
と
い
う
観
点
は
お
ろ
か
、

著
名
な
兵
家
さ
え
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

特
に
、
侯
外
麿
等
の
『
中
国
思
想
通
史
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
史

的
唯
物
論
に
よ
る
思
想
評
価
は
、
そ
の
後
の
思
想
史
研
究
に
も
継
承

さ
れ
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
方
法
論
が
、
一
方
で
は
、
先
秦
兵
家
の
思

想
に
対
す
る
再
評
価
を
促
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
任
継
愈
『
中
国
哲
学
史
』
(
-
九
六
三
年
）
は
、
そ
の
第
二
編

第
三
章
に
「
『
孫
子
兵
法
』
的
弁
証
法
思
想
」
と
し
て
『
孫
子
』
を

独
立
し
て
取
り
扱
い
、
ま
た
、
付
録
二
に
「
『
孫
腋
兵
法
』
中
的
朴

素
唯
物
主
義
和
朴
素
弁
証
法
」
を
掲
げ
る
。
孫
子
・
孫
腋
の
思
想
に

大
き
な
注
目
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
『
孫

子
』
に
対
し
て
は
「
弁
証
法
思
想
」
、
孫
腋
の
思
想
に
つ
い
て
は
「
朴

素
唯
物
主
義
和
朴
素
弁
証
法
」
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
を
与
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
『
孫
子
』
や
『
孫
腋
兵
法
』
に

は
、
旧
来
の
呪
術
的
思
考
や
「
勝
敗
は
時
の
運
」
と
い
っ
た
場
当
た

り
的
な
思
考
を
排
し
、
人
為
的
努
力
に
よ
っ
て
勝
利
を
得
ん
と
す
る

合
理
的
精
神
が
窺
え
る
。
ま
た
、
正
攻
法
と
奇
策
と
の
柔
軟
な
使
い

分
け
を
「
奇
正
」
概
念
に
よ
っ
て
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
点
が
、
古

代
軍
事
思
想
に
於
け
る
唯
物
論
的
思
考
や
弁
証
法
的
思
考
の
存
在
と

い
う
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

唯
物
史
観
に
基
づ
く
思
想
評
価
が
、
孫
武
・
孫
腋
の
思
想
を
個
別
に

見
出
し
た
結
果
で
あ
り
、
「
軍
事
思
想
」
「
戦
争
」
「
平
和
」
と
い
っ

た
主
題
の
も
と
に
そ
の
思
想
史
的
意
義
を
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で

(47) 
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は
な
い
。

そ
し
て
、
兵
家
に
対
す
る
こ
う
し
た
方
法
論
か
ら
の
思
想
評
価
が
、

以
後
の
研
究
に
於
て
も
基
本
的
に
は
継
承
さ
れ
て
い
く
。
凋
友
蘭
『
中

国
哲
学
史
新
編
』
（
第
一
冊
一
九
八

0
年
修
訂
本
、
第
二
冊
一
九
八

三
年
修
訂
本
）
は
、
社
会
経
済
史
の
研
究
業
績
を
踏
ま
え
、
諸
子
の

思
想
形
成
の
基
盤
と
し
て
、
春
秋
戦
国
時
代
の
社
会
変
動
に
注
目
し

た
。
「
新
編
」
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
第
一
冊
第
六

章
に
「
春
秋
末
期
軍
事
思
想
和
経
済
思
想
中
的
唯
物
主
義
和
弁
証
法
」

と
し
て
、
孫
武
・
疸
謳
・
計
然
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
第
二
冊
第
一
七

章
に
は
、
斉
の
「
軍
事
思
想
」
が
僅
か
に
付
録
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
京
大
学
哲
学
系
の
『
中
国
哲
学
史
』
（
北
京
大
学
哲
学

系
中
国
哲
学
史
教
研
室
写
、
一
九
八

0
年
）
も
、
第
一
編
か
ら
第
五

編
ま
で
計
五
二
章
中
、
軍
事
に
関
し
て
専
論
し
た
章
は
第
一
編
第
三

章
の
一
章
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
孫
武
奇
正
相
生
的
軍
事
弁

証
法
思
想
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
『
孫
子
』
の

「
奇
正
」
概
念
に
弁
証
法
的
思
考
の
存
在
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
じ
く
、
孫
叔
平
『
中
国
哲
学
史
稿
』
(
-
九
八

0
年
）
も
、
第
一

編
第
九
章
を
「
兵
家
」
の
章
と
し
、
孫
武
と
孫
腋
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
他
の
兵
家
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
ま
た
、
孫
武
・

孫
腋
に
つ
い
て
も
、
そ
の
思
想
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
そ
の
中
か
ら
、
唯
物
論
的
、
弁
証
法
的
思
考
を
抽
出
せ
ん
と
す

る
意
識
が
強
い
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
取
り
扱
い
に
濃
淡
の
差
は
あ
る

と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、
孫
武
・
孫
腋
の
思
想
の
中
に
、
唯
物
論

的
要
素
や
弁
証
法
的
思
考
を
見
出
さ
ん
と
す
る
点
に
於
て
、
基
本
的

に
は
同
一
の
研
究
手
法
に
よ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
思
想
通
史
に
於
て
も
、
「
兵
家
」
の
取

り
扱
い
が
徐
々
に
増
大
し
て
き
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
例
え
ば
、

孫
開
泰
『
中
国
春
秋
戦
国
思
想
史
』
(
-
九
九
四
年
）
は
、
近
年
刊

行
さ
れ
た
百
巻
本
中
国
全
史
の
一
冊
で
あ
る
が
、
全
十
五
章
の
内
、

第
五
章
に
「
兵
家
始
祖
孫
武
的
軍
事
哲
学
思
想
」
と
し
て
『
孫
子
』

が
、
ま
た
、
第
十
一
章
「
稜
下
学
官
与
百
家
争
鳴
的
高
潮
」
の
一
部

に
「
兵
家
孫
腋
及
其
軍
事
哲
学
思
想
」
と
し
て
孫
腋
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
百
巻
本
中
国
全
史
に
は
、
『
中
国
春
秋
戦

国
軍
事
史
』
『
中
国
秦
漢
軍
事
史
』
『
中
国
魏
晋
南
北
朝
軍
事
史
』
な

ど
、
各
時
代
の
「
軍
事
史
」
巻
が
あ
り
、
各
巻
、
軍
事
思
想
に
つ
い

て
も
若
干
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
個
別
研
究
の
中
に
於
て
も
、
兵
家
の
思
想
は
次
の
よ
う

な
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
先
ず
、
徐
大
同
ほ
か
編
著
『
中

国
古
代
政
治
思
想
史
』
(
-
九
八
一
年
）
は
、
政
治
思
想
と
い
う
観

点
か
ら
の
古
代
通
史
で
あ
り
、
一
九
七
六
年
初
版
の
『
中
国
政
治
思

想
史
』
の
改
訂
版
で
あ
る
。
そ
の
第
三
章
第
二
節
「
前
期
法
家
的
変

法
革
新
思
想
」
の
中
に
、
李
裡
・
商
鞍
•
申
不
害
な
ど
と
と
も
に
「
呉

起
的
改
革
主
張
」
と
し
て
呉
起
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
呉
起
は
、
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魏
の
文
侯
•
武
侯
に
仕
え
、
西
河
に
於
て
対
秦
防
衛
に
尽
く
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
（
注
2
)
が
、
そ
の
呉
起
の
施
策
を
、
こ
こ
で
は
、
李

裡
・
商
鞍
•
申
不
害
な
ど
所
謂
「
前
期
法
家
」
の
「
変
法
革
新
思
想
」

に
連
な
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
呉
起
に
つ
い
て
も
、
偲
剣
平
『
縦
横
家
与
中
国
文
化
』

（
一
九
九
五
年
）
の
評
価
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
二
章

「
縦
横
家
的
発
展
」
の
中
に
「
初
期
的
縦
横
家
」
と
し
て
子
貢
と
と

も
に
呉
起
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
縦
横
家
」
の
先
駆
的
存

在
と
い
う
意
義
づ
け
で
あ
る
。

更
に
は
、
涼
光
社
『
勢
与
中
国
芸
術
』
(
-
九
九

0
年
）
は
、
中

国
古
典
美
学
範
疇
叢
書
の
一
冊
で
あ
り
、
一
見
軍
事
と
は
無
関
係
の

よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
節
の
二
に
「
兵
法
中
の
勢
」
と
し
て
、

『
孫
子
兵
法
』
、
『
孫
腋
兵
法
』
、
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
の
「
勢
」
を
取

り
上
げ
る
。
即
ち
、
『
孫
子
』
以
来
、
兵
書
の
中
で
は
重
要
な
軍
事

用
語
で
あ
る
「
勢
」
を
、
「
古
典
美
学
範
疇
」
と
い
う
観
点
か
ら
評

価
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
年
急
速
に
兵
家
の
思
想
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て

き
た
背
景
と
し
て
は
、
や
は
り
、
一
九
七
二
年
の
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

の
発
見
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
で
は
、
こ
う
し

た
考
古
学
的
成
果
を
も
取
り
入
れ
た
古
代
軍
事
史
研
究
が
活
況
を
呈

し
て
き
て
い
る
。
以
下
で
は
、
「
軍
事
思
想
」
の
枠
を
や
や
逸
脱
す

る
嫌
い
も
あ
る
が
、
近
年
の
中
国
に
於
け
る
古
代
軍
事
思
想
史
お
よ

び
軍
事
史
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

「
軍
事
思
想
史
」
を
明
確
な
主
題
と
し
て
掲
げ
た
思
想
通
史
の
内
、

最
も
早
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
華
学
術
院
中
華
戦
史

研
究
協
会
編
の
『
中
国
軍
事
思
想
史
』
（
華
岡
出
版
有
限
公
司
、
一

九
六
八
年
）
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
先
秦
•
中
古
・
近
代
に
時
期
区

分
し
た
上
で
、
先
秦
に
つ
い
て
は
、
儒
家
・
道
家
・
墨
家
・
法
家
・

（
太
公
望
）
呂
尚
•
孫
武
に
分
け
て
概
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
総

結
」
で
は
、
武
器
・
軍
事
組
織
・
軍
隊
機
動
カ
・
軍
事
教
育
等
の
観

点
か
ら
時
代
区
分
を
示
し
た
後
、
西
方
文
化
と
の
比
較
を
通
し
て
中

国
軍
事
思
想
の
特
色
を
論
じ
て
い
る
。
即
ち
、
中
国
を
農
業
生
活
型

文
化
、
西
方
を
遊
牧
（
商
業
）
生
活
型
文
化
と
規
定
し
、
前
者
の
特

質
を
「
防
守
思
想
、
謀
略
の
重
視
、
平
和
主
義
」
「
性
善
説
、
外
界

と
の
友
好
」
「
天
人
合
一
、
強
調
を
主
と
す
る
」
「
仁
義
の
重
視
、
徳

を
以
て
人
を
服
す
」
、
後
者
の
特
質
を
「
進
取
思
想
、
戦
争
重
視
、

遠
略
主
義
」
「
性
悪
説
、
外
界
と
の
対
立
」
「
天
人
対
立
、
闘
争
を
主

と
す
る
」
「
功
利
の
重
視
、
力
を
以
て
人
を
服
す
」
な
ど
と
、
対
立

的
に
捉
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
試
み
は
、
何
よ
り
軍
事
思
想
を
主
題
と
し
た
通
史
の
記
述
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
軍
事
思
想
の
形
成
期
で
あ
る
先
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秦
時
代
の
分
析
が
、
儒
家
・
道
家
・
墨
家
な
ど
と
い
う
後
世
に
設
定

さ
れ
た
学
派
分
類
に
よ
っ
て
い
る
点
は
、
や
は
り
従
前
の
思
想
史
研

究
に
見
ら
れ
た
諸
子
中
心
主
義
の
発
想
を
大
き
く
は
抜
け
出
て
い
な

い
。
ま
た
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
兵
家
が
孫
武
の
み
で
あ
る
と

い
う
の
も
や
や
期
待
は
ず
れ
の
感
が
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
孫
武
の

分
析
も
、
『
孫
子
』
十
三
篇
の
篇
ご
と
の
概
説
に
過
ぎ
ず
、
『
孫
子
』

に
対
す
る
文
献
学
的
批
判
や
そ
の
思
想
の
体
系
的
理
解
、
思
想
史
的

意
義
の
評
価
な
ど
は
希
薄
な
印
象
を
受
け
る
。
更
に
、
結
論
と
し
て

示
さ
れ
る
、
文
化
と
軍
事
思
想
と
の
関
係
の
指
摘
も
、
東
西
両
文
化

の
比
較
と
し
て
興
味
深
く
思
わ
れ
る
も
の
の
、
極
め
て
漠
然
と
し
た

二
分
法
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
規
定
し
て
良
い
の
か
、
な
お
充
分
な

検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
仮
に
そ
の
よ
う
に
規
定
さ

れ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
特
質
が
何
故
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
の
分
析
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
残
念
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
極
め
て
特
色
あ
る
研
究
と
し
て
、
曾
國
垣
『
先
秦
戦
争
哲

学
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
二
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
西

洋
哲
学
の
形
式
を
用
い
た
戦
争
論
研
究
で
あ
る
。
戦
争
本
体
論
•
戦

争
価
値
論
•
戦
争
認
識
論
に
三
分
割
し
て
先
秦
の
軍
事
思
想
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
思
想
家
達
は
、

本
体
・
価
値
・
認
識
と
い
う
枠
組
に
沿
っ
て
議
論
を
展
開
し
て
い
た

訳
で
は
な
い
。
方
法
論
の
一
っ
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
方
法
論
を
古
代
中
国
に
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
の
か

ど
う
か
、
中
国
固
有
の
特
質
や
思
想
史
的
意
義
は
何
か
、
等
に
つ
い

て
は
、
別
に
考
察
の
必
要
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

戦
争
本
体
論
の
場
合
、
戦
争
の
定
義
、
種
類
、
目
的
、
手
段
な
ど
の

項
目
ご
と
に
、
関
係
資
料
が
列
挙
さ
れ
る
。
そ
の
資
料
自
体
は
貴
重

で
あ
る
が
、
そ
の
枠
組
は
、
儒
家
・
道
家
・
兵
家
な
ど
後
世
に
設
定

さ
れ
た
諸
子
分
類
で
あ
り
、
兵
家
の
資
料
が
そ
れ
ほ
ど
充
実
し
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
論
の
前
に
、
「
先
秦
時
代
お
よ
び
そ
の

時
代
の
思
潮
」
「
先
秦
諸
子
」
の
概
説
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
各
資

料
の
原
典
に
対
す
る
文
献
批
判
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
時
代

と
思
想
の
関
係
は
極
め
て
漠
然
と
し
た
印
象
に
止
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
軍
事
思
想
を
主
題
に
し
た
と
い
う
点
に
於
て
、

そ
の
先
進
性
を
高
く
評
価
で
き
る
と
思
わ
れ
る
反
面
、
そ
の
考
察
の

基
礎
と
な
る
資
料
に
つ
い
て
は
学
的
追
究
が
緩
く
、
結
局
は
、
方
法

論
を
模
索
し
た
段
階
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
主
要
な
原
因
と
し
て
は
、
や
は
り
、
軍
事
そ
の
も
の
を
主
題
と
し

て
掲
げ
る
よ
う
な
学
的
風
潮
が
な
お
充
分
に
は
形
成
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
『
孫
子
』
『
呉
子
』
と
い
っ
た
肝
心
の
基
礎
資
料
に
つ
い

て
も
、
そ
の
成
立
状
況
が
な
お
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
研
究
は
、
陰
路
に
突
き
当
た
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。こ

う
し
た
状
況
に
新
た
な
展
開
を
囃
し
た
の
が
、
九
七
年
に

発
見
さ
れ
た
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
『
孫
子
』
『
孫
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腋
兵
法
』
に
関
す
る
研
究
は
、
新
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ

し
て
、
同
じ
く
銀
雀
山
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
古
逸
（
兵
）
書
の
全
貌

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
一
九
八

0
年
代
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
出
土
資
料

を
も
踏
ま
え
た
軍
事
史
・
軍
事
思
想
史
の
研
究
が
登
場
す
る
よ
う
に

な
り
、
更
に
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
二
十
世
紀
前
半
に
至
る
所
謂
「
半

植
民
地
半
封
建
社
会
」
、
二
十
世
紀
後
半
の
大
陸
と
台
湾
と
の
緊
張

状
態
な
ど
を
背
景
に
し
た
と
思
わ
れ
る
切
実
な
研
究
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

先
ず
、
一
九
八
三
年
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
『
中
国
軍
事
史
』

（
『
中
国
軍
事
史
』
編
写
組
編
、
解
放
軍
出
版
）
は
、
第
一
巻
『
兵

器
』
、
第
二
巻
『
兵
略
』
、
第
三
巻
『
兵
制
』
、
第
四
巻
『
兵
法
』
、
第

五
巻
『
兵
家
』
、
第
六
巻
『
兵
塁
』
、
附
巻
『
歴
代
戦
争
年
表
』
か
ら

成
る
大
著
で
あ
る
。
こ
の
内
、
第
四
巻
の
『
兵
法
』
(
-
九
八
八
年
）

は
、
「
建
国
以
来
第
一
部
研
究
我
国
古
代
軍
事
思
想
史
的
専
著
」
（
同

書
、
内
容
提
要
）
と
紹
介
さ
れ
る
通
り
、
著
名
な
兵
書
・
兵
家
を
取

り
上
げ
つ
つ
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
各
時
代
の
軍
事
思
想
を
通
論

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
出
土
資
料
と
し
て
『
孫
腋

兵
法
』
を
取
り
上
げ
る
他
、
先
秦
諸
子
の
軍
事
論
著
と
し
て
、
兵
家

以
外
の
文
献
、
例
え
ば
、
『
老
子
』
『
管
子
』
『
墨
子
』
な
ど
に
も
言

及
す
る
点
に
特
色
を
持
つ
。
ま
た
、
通
時
代
的
な
見
通
し
と
し
て
、

夏
・
殷
・
周
三
代
を
「
中
国
奴
隷
制
社
会
に
お
け
る
戦
争
形
態
と
軍

事
思
想
の
発
生
•
発
展
」
、
戦
国
時
代
を
「
発
展
」
、
秦
漢
か
ら
隋
唐

を
「
開
彊
拓
土
の
鼎
盛
時
代
」
、
宋
代
を
「
「
消
極
防
衛
」
「
以
歩
制

騎
」
等
の
戦
略
の
錯
誤
」
、
「
明
代
」
を
「
火
器
」
の
導
入
に
よ
る
「
軍

隊
編
成
、
装
備
、
戦
法
上
の
顕
著
な
変
化
」
な
ど
と
評
価
し
た
後
、

清
代
に
つ
い
て
は
、
「
半
植
民
地
」
化
を
招
い
た
「
閉
関
自
守
、
自

己
陶
酔
、
夜
郎
自
大
」
の
政
策
が
中
国
の
「
科
学
技
術
、
工
業
、
商

業
、
兵
器
研
究
、
国
防
施
設
、
軍
事
思
想
、
軍
事
学
術
」
等
に
停
滞

を
齋
し
た
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
軍
事
思
想
の
「
発
展
」
や
「
停
滞
」
を
各
時
代
の
政
治

状
況
と
結
び
つ
け
て
考
察
し
、
最
終
的
に
は
、
中
国
が
西
洋
に
遅
れ

を
と
っ
た
の
は
何
故
か
と
い
う
歴
史
的
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
軍
事
思
想
の
「
発
展
」
「
停
滞
」
の
時
期
や
そ
の
要
因

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
論
考
と
の
間
に

相
違
も
見
ら
れ
る
が
、
中
国
「
兵
法
」
の
歴
史
が
国
家
的
事
業
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
以
後
の
軍
事
研
究
史
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
雷
海
宗
『
中
国
文
化
典
中
国
的
兵
』
（
里
仁
書
局
、
一
九

八
四
年
）
は
、
中
国
文
化
の
特
質
を
「
無
兵
の
文
化
」
と
規
定
し
、

そ
の
歴
史
的
経
緯
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
上
編
第
一
章
「
中
国
の

兵
」
で
は
、
春
秋
、
戦
国
、
秦
代
、
楚
漢
の
際
、
西
漢
初
期
、
漢
武

帝
、
武
帝
以
後
、
東
漢
、
漢
末
以
後
に
分
け
て
中
国
の
軍
事
史
を
概

説
す
る
。
例
え
ば
、
隋
か
ら
盛
唐
が
北
朝
外
族
の
制
度
を
襲
っ
て
実

行
し
た
半
徴
兵
の
府
兵
制
を
、
漢
代
以
降
、
唯
一
の
中
国
自
治
体
制
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で
あ
っ
た
と
す
る
一
方
、
「
文
徳
の
偏
重
」
が
人
を
文
弱
に
し
、
外

患
を
招
い
た
、
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
編
第
四
章
「
無
兵
の

文
化
」
で
は
、
中
国
文
化
の
特
質
を
、
真
の
兵
や
国
民
の
存
在
し
な

い
「
無
兵
の
文
化
」
で
あ
る
と
し
、
中
国
は
後
漢
の
和
帝
代
（
八
九

S
 1
0
五
）
を
過
渡
期
と
し
て
衰
弱
に
向
か
い
、
民
族
の
尚
武
精
神

が
消
失
し
て
、
帝
国
の
軍
隊
は
胡
人
を
主
幹
と
す
る
に
至
っ
た
、
と

中
国
史
を
展
望
す
る
。
こ
こ
に
は
、
『
孫
子
』
を
生
み
出
し
た
中
国

の
軍
事
思
想
が
何
故
そ
の
後
発
展
を
遂
げ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
な

ぜ
後
に
征
服
王
朝
の
成
立
を
さ
え
許
す
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
う
大

き
な
自
問
が
あ
り
、
著
者
が
そ
れ
に
「
無
兵
の
文
化
」
と
い
う
文
化

的
特
質
に
よ
っ
て
答
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
自
問
が
軍
事
研
究
の
主
要
な
動
機
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
も
の
は
数
多
い
。
例
え
ば
、
『
先
秦
軍
事
研
究
』
（
軍
事
科
学

院
戦
略
部
・
後
勤
学
院
学
術
部
歴
史
室
編
、
金
盾
出
版
社
、
一
九
九

0
年
）
所
収
の
張
麗
栄
「
論
『
左
伝
』
軍
事
観
的
二
重
性
」
は
、
『
左

伝
』
に
見
ら
れ
る
軍
事
観
を
、
「
道
徳
」
と
「
功
利
」
に
対
す
る
ニ

つ
の
価
値
観
の
相
違
と
し
て
把
握
し
、
こ
の
内
、
道
徳
性
の
重
視
、

即
ち
「
仁
義
を
以
て
本
と
為
す
」
と
い
う
価
値
観
の
思
想
的
影
瞥
が
、

秦
漢
以
後
の
軍
事
思
想
の
発
展
を
緩
慢
に
し
た
と
論
ず
る
。
こ
れ
も
、

中
国
の
軍
事
思
想
が
な
ぜ
発
展
し
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
一
っ

の
解
答
を
提
示
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
李
訓
詳
『
先
秦
的
兵
家
』
（
国
立
台
湾
大
学
出
版
委
員
会
、

一
九
九
一
年
）
は
、
先
秦
時
代
の
兵
家
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
国
兵
家
の
基
本
的
特
質
、
お
よ
び
そ
の
行
方
を
展
望
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
著
者
は
、
中
国
兵
家
の
特
質
と
し
て
、
兵
家

が
軍
事
的
お
よ
び
国
政
的
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
「
将
相
不
分
」
の

伝
統
、
お
よ
び
兵
家
が
必
ず
し
も
軍
事
で
は
な
く
文
人
戦
略
家
（
例

え
ば
太
公
望
呂
尚
•
諸
葛
孔
明
）
で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
を
指
摘
し

て
い
る
。
ま
た
、
「
先
秦
兵
家
」
の
範
囲
を
従
来
よ
り
は
か
な
り
広

く
設
定
し
、
後
世
に
そ
の
兵
法
・
事
跡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
者
（
司

馬
穣
茸
、
孫
武
、
孫
腋
、
商
鞍
、
呉
起
な
ど
『
漢
書
』
芸
文
志
の
「
兵

書
略
」
に
見
え
る
人
物
）
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
兵
法
は
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
が
、
史
伝
に
そ
の
事
跡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
名
将
（
田
忌
、

寵
滑
、
田
単
、
趙
奢
な
ど
）
、
兵
法
・
事
跡
と
も
明
確
に
は
後
世
に

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
者
（
太
公
学
派
、
稜
下
の
兵
家
、
『
漢
書
』
芸

文
志
に
分
類
さ
れ
る
「
兵
陰
陽
」
「
兵
技
巧
」
著
述
の
作
者
、
黄
石

公
、
鬼
谷
子
、
鵜
冠
子
な
ど
の
隠
君
子
の
流
）
等
を
加
え
て
考
察
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
内
、
「
兵
家
」
の
範
囲
を
拡
大
し
て
検
討
し
よ

う
と
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
軍
事
・
兵
学
と

言
え
ば
、
『
孫
子
』
『
孫
腋
兵
法
』
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
こ
れ
に
加
え

て
『
呉
子
』
ま
で
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
既
成
観
念
に

疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
研
究
に
於
て
も
、
右
の
諸
研
究
と
同
種
の
自
問
が
そ

の
背
景
に
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
著
者
は
、
兵
書
の
流
伝
に
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つ
い
て
、
兵
学
は
漢
代
に
於
て
博
士
の
類
の
専
門
官
を
設
置
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
民
間
か
ら
そ
の
人
材
を
登
用
し
（
例
え
ば
諸
葛
孔
明
）
、

ま
た
、
軍
事
か
ら
は
離
脱
し
、
広
く
実
生
活
の
処
世
術
と
し
て
発
展

し
た
（
例
え
ば
『
三
十
六
計
』
な
ど
）
と
論
ず
る
。
更
に
、
先
秦
兵

家
の
行
方
と
し
て
、
君
主
と
将
軍
の
緊
張
関
係
や
兵
家
の
政
局
へ
の

参
入
が
兵
家
の
末
路
を
暗
示
し
て
い
る
と
し
、
「
（
商
君
•
白
起
•
呉

起
・
文
種
）
此
の
四
子
は
、
功
を
成
し
て
去
ら
ず
、
禍
此
に
至
る
」

（
『
戦
国
策
』
秦
三
）
と
い
う
『
戦
国
策
』
の
記
載
を
指
摘
し
て
い

る
。
即
ち
、
先
秦
か
ら
漢
代
に
至
る
兵
家
の
行
方
が
そ
の
後
の
軍
事

思
想
の
長
き
停
滞
を
暗
示
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
先
の
思
想
通
史
に
於
け
る
軍
事
思
想
の
取
り
扱
い
に
も
見

ら
れ
た
如
く
、
兵
家
は
、
そ
の
合
理
的
思
考
、
「
奇
正
」
を
取
り
混

ぜ
た
柔
軟
な
思
考
と
い
っ
た
点
に
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
。
方
克
『
中
国
軍
事
弁
証
法
史
（
先
秦
）
』
（
中
華
書
局
、
一
九

九
二
年
）
は
、
そ
の
書
名
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
「
弁
証
法
」
を
視

座
と
し
た
軍
事
思
想
研
究
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
弁
証
法
的
思
考
の

有
無
や
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
各
々
の
軍
事
思
想
が
評
価
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
「
先
秦
軍
事
弁
証
法
思
想
」
と
「
先
秦
哲
学
思
想
」

の
関
係
に
つ
い
て
、
老
子
の
軍
事
思
想
に
は
、
「
唯
心
論
的
弁
証
法
」

が
窺
え
、
『
管
子
』
『
孫
子
』
『
孫
腋
兵
法
』
『
呉
子
』
お
よ
び
苑
鑑
・

商
軟
•
荀
子
・
韓
非
子
な
ど
の
軍
事
思
想
に
は
「
素
朴
唯
物
論
的
弁

証
法
」
が
看
取
で
き
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
結
論
的
に
は
、
「
先
秦
軍
事
弁
証
法
思
想
」
は
次
の
よ
う

に
分
類
さ
れ
る
。
先
ず
学
派
分
類
と
し
て
、
老
子
軍
事
思
想
学
派
、

管
子
・
孫
子
か
ら
呉
起
•
孫
腋
・
商
鞍
に
至
る
法
家
軍
事
思
想
学

派
、
黄
老
軍
事
思
想
学
派
、
荀
子
軍
事
思
想
学
派
。
次
に
流
派
分
類

と
し
て
、
「
剛
柔
」
軍
事
思
想
流
派
、
「
軽
重
」
軍
事
思
想
流
派
、
「
奇

正
」
軍
事
思
想
流
派
、
「
陰
陽
」
軍
事
思
想
流
派
、
で
あ
る
。
著
者

の
考
察
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
思
想
家
も
多

く
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
先
ず
、

「
弁
証
法
」
的
要
素
の
有
無
の
抽
出
や
そ
の
評
価
に
集
中
す
る
余
り
、

各
々
の
資
料
に
つ
い
て
の
文
献
批
判
が
充
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い

嫌
い
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
『
管
子
』
『
孫
子
』
『
司
馬
法
』
な
ど
が

春
秋
時
期
の
軍
事
弁
証
法
と
し
て
規
定
さ
れ
、
後
世
の
偽
書
で
あ
る

と
の
疑
惑
が
つ
き
ま
と
う
『
呉
子
』
『
尉
練
子
』
『
六
餡
』
な
ど
も
、

資
料
的
検
討
を
経
な
い
ま
ま
に
、
戦
国
時
期
の
軍
事
弁
証
法
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
派
分
類
の
内
、
「
老
子
軍
事
思
想

学
派
」
は
「
学
派
」
と
し
て
存
在
す
る
の
か
、
管
子
・
孫
子
・
呉
起

・
商
鞍
な
ど
は
一
学
派
と
し
て
ま
と
め
得
る
の
か
、
等
の
疑
問
が
持

た
れ
る
。
同
様
に
、
流
派
分
類
に
お
け
る
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
各

々
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
「
流
派
」
を
形
成
し
て

い
た
と
す
る
点
に
は
疑
問
が
持
た
れ
る
。
総
じ
て
、
従
来
漠
然
と
捉

え
ら
れ
て
き
た
軍
事
思
想
の
特
質
を
、
多
角
的
に
分
類
し
て
提
示
せ
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ん
と
す
る
姿
勢
は
高
く
評
価
で
き
る
も
の
の
、
一
方
で
、
そ
れ
ら
の

「
学
派
」
「
流
派
」
と
し
て
の
独
立
性
、
相
互
の
関
係
、
展
開
の
様

相
な
ど
の
側
面
に
つ
い
て
は
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
研
究
は
や
は
り
、
従
来
の
軍
事
思
想
研
究
に
比
べ

て
極
め
て
充
実
し
た
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
銀
雀
山
漢
墓

竹
簡
『
孫
腋
兵
法
』
や
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
経
法
』
な
ど
の
出
土
資

料
を
取
り
上
げ
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
で
各
々
一
章
を
構
成
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
各
々
の
思
想
評
価
は
「
弁
証
法
思
想
」
と

い
う
視
角
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
取
り
上
げ
ら
れ
る
出
土
資
料

も
『
孫
腋
兵
法
』
と
『
経
法
』
等
四
篇
に
限
定
さ
れ
て
は
い
る
。
し

か
し
こ
の
書
の
刊
行
は
、
一
九
九

0
年
代
に
入
っ
て
、
出
土
資
料
を

踏
ま
え
た
軍
事
思
想
史
研
究
が
漸
く
登
場
し
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
、
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
経
法
』
等
四
篇
を
取
り
上
げ
た
も

の
と
し
て
、
張
雲
励
『
中
国
古
代
軍
事
哲
学
発
展
史
簡
編
』
（
中
国

広
播
電
視
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
古
代
兵

書
の
特
徴
と
軍
事
哲
学
の
伝
統
と
し
て
、
早
期
の
成
熟
、
豊
富
な
内

容
、
濃
厚
な
哲
学
的
色
彩
な
ど
を
指
摘
し
、
逆
に
、
古
代
兵
書
の
「
欠

陥
と
不
足
」
と
し
て
、
緩
慢
な
発
展
、
旧
説
の
因
襲
、
創
造
性
の
欠

如
、
偽
託
の
風
の
盛
行
と
古
代
兵
書
の
神
秘
的
色
彩
、
等
を
指
摘
し

て
い
る
。
ま
た
、
後
半
で
は
、
中
国
古
代
軍
事
哲
学
の
基
本
範
疇
を
、

戦
争
観
、
知
兵
論
、
治
軍
論
、
用
兵
論
の
四
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。

こ
の
内
、
前
半
に
指
摘
さ
れ
る
古
代
兵
書
の
特
質
、
特
に
「
欠
陥

と
不
足
」
に
関
す
る
考
察
は
、
右
の
諸
書
と
同
じ
く
、
漢
代
以
降
の

軍
事
思
想
の
停
滞
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
春
秋
戦

国
時
期
の
軍
事
哲
学
と
し
て
、
「
黄
帝
書
」
（
馬
王
堆
吊
書
『
経
法
』

等
四
篇
）
を
取
り
上
げ
る
の
も
評
価
で
き
る
。
し
か
し
一
方
、
『
呉

子
』
『
六
餡
』
『
司
馬
法
』
『
尉
線
子
』
な
ど
の
伝
来
の
兵
書
に
対
し

て
文
献
批
判
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
後
半

に
示
さ
れ
る
中
国
古
代
軍
事
哲
学
の
「
基
本
範
疇
」
も
、
軍
事
思
想

の
重
要
語
を
ほ
ぼ
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
史
的

展
開
に
関
す
る
説
明
が
不
充
分
な
た
め
、
や
や
羅
列
的
な
印
象
を
与

え
て
い
る
。

こ
の
他
、
「
戦
略
思
想
」
と
い
う
観
点
か
ら
中
国
思
想
を
俯
敵
し

よ
う
と
す
る
も
の
に
、
鉦
先
鍾
『
中
国
戦
略
思
想
史
』
（
黎
明
文
化

事
業
公
司
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
結
論
的
に
は
、
先
秦
時
代
を

中
国
戦
略
思
想
の
「
開
創
期
」
、
秦
漢
時
代
を
「
成
熟
期
」
、
中
古
（
魏

晋
か
ら
宋
）
時
代
を
「
衰
退
期
」
、
元
明
清
三
代
を
「
鋭
変
（
変
質
）

期
」
と
位
置
づ
け
る
。
「
戦
略
」
の
語
は
中
国
古
代
の
文
献
に
は
見

え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
実
質
的
に
は
そ
う
し
た
観
念
が
古
代
か
ら

存
在
し
た
と
し
、
例
え
ば
、
遠
交
近
攻
、
強
制
移
民
、
郡
県
の
設
置

な
ど
政
略
的
措
置
を
多
用
す
る
所
に
中
国
的
「
戦
略
」
の
特
質
を
見

出
し
て
い
る
。
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私
見
に
よ
れ
ば
、
戦
術
・
戦
略
・
政
略
と
い
う
近
現
代
の
概
念
に

よ
っ
て
古
代
の
軍
事
思
想
を
区
分
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
の
研
究
は
、
結
果
的
に
、
軍
事
思
想
史
と
政
治
思
想
史

と
の
近
接
性
を
指
摘
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
軍
事

思
想
の
研
究
に
於
て
、
そ
の
対
象
と
な
る
資
料
が
所
謂
「
兵
書
」
に

限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
、
政
治
と
軍
事
と
の
密
接
な
関
係
を

前
提
に
立
論
す
る
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
経
法
』
等
四
篇
や
『
商
君
書
』

『
呂
氏
春
秋
』
な
ど
を
も
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

f

o

 

ろっカま
た
、
「
倫
理
文
化
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
国
の
軍
事
史
を
鳥

敵
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
、
顧
智
明
．
『
中
国
軍
事
倫
理
文
化
史
』
（
海

潮
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
軍
事
的
伝

統
の
中
に
、
「
倫
理
文
化
」
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
異
色
の
研
究
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
国
軍
事
倫
理
文
化
の
特
質
と
し
て
、
①
「
以

仁
義
為
本
」
の
正
義
戦
争
観
、
②
「
以
民
為
本
」
の
兵
民
一
体
の
建

軍
作
戦
思
想
、
③
愛
国
主
義
の
精
神
、
④
厳
格
な
自
己
規
律
を
旨
と

す
る
将
軍
の
品
徳
修
養
、
⑤
士
卒
の
教
化
や
士
卒
の
武
徳
の
重
視
、

⑥
軍
人
の
行
為
と
品
徳
を
養
生
す
る
シ
ス
テ
ム
、
等
が
指
摘
さ
れ
る
。

但
し
、
戦
争
は
、
結
果
的
に
大
量
の
殺
傷
を
伴
う
残
虐
な
行
為
で

あ
る
。
こ
の
点
と
「
倫
理
」
と
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
個

々
の
理
論
に
即
し
た
検
討
が
更
に
必
要
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
①
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
仁
義
」
や
「
義
」
を
標
榜

す
る
軍
事
行
動
は
、
確
か
に
中
国
的
特
質
と
考
え
ら
れ
る
が
、
凡
そ

戦
争
が
「
正
義
」
の
名
の
下
に
敢
行
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
通
常
の
現

象
で
あ
り
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
の
「
正
義
」
の
内
実
を
、
個
々

の
主
張
や
事
例
に
沿
っ
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
②

S
⑤
は
全
て
自
国
の
士
卒
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
君

主
・
将
軍
の
側
と
士
卒
・
民
衆
の
側
と
の
間
に
こ
う
し
た
信
頼
関
係

（
道
徳
）
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
敵
国
に

対
す
る
道
徳
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
自
軍
の
勝
利
に
も
増
し
て
、

世
界
全
体
や
敵
軍
の
士
卒
・
民
に
対
し
て
の
「
倫
理
」
が
強
調
さ
れ

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
や
や
視
野
を
拡
大
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
士
卒
の
教
化
と
い
う
点
も
、
こ
れ
を
強
調
し
な
け
れ
ば
軍
隊

組
織
と
し
て
機
能
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
前
提
が
あ
る
こ
と
に
も
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
⑥
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
兵
書
の
中
で

は
、
軍
人
の
品
徳
に
つ
い
て
多
く
の
言
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
中
国
史
の
中
で
は
、
む
し
ろ
軍
人
に
対
す
る
評
価
は
低
い
。
先

の
雷
海
宗
『
中
国
文
化
典
中
国
的
兵
』
が
、
中
国
文
化
の
特
質
を
、

真
の
兵
や
国
民
の
存
在
し
な
い
「
無
兵
の
文
化
」
と
規
定
す
る
如
く

で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
こ
れ
ら
を
特
に
「
倫
理
文
化
」
と
評
価
し
得

る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
研
究
は
、
中
国
に
於
け
る
戦
争
論
•
平
和
論
の
特
質
に
つ
い
て
、
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重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
中
国

に
は
、
絶
対
平
和
、
恒
久
平
和
を
説
く
平
和
論
の
系
譜
は
形
成
さ
れ

な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
、
戦
争
論
の
側
も
、
敵
国

の
繊
滅
を
目
標
と
す
る
絶
対
戦
争
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
武
力
行
使
を
極
力
抑
制
せ
ん
と
す
る
思
考
が
基
盤
に
な
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
正
義
戦
争
観
」
や
「
倫
理
文
化
」
と

い
う
語
で
評
し
得
る
か
は
、
ま
た
別
問
題
と
し
て
も
、
確
か
に
こ
う

し
た
側
面
は
、
中
国
の
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
際
の
重
要
な
指
標
に

な
る
で
あ
ろ
う
（
注
3
)
。

次
に
、
近
代
軍
事
思
想
の
特
質
を
解
明
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て

古
代
軍
事
思
想
に
論
及
す
る
の
が
、
田
震
亜
『
中
国
近
代
軍
事
思
想
』

（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
二
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ア
ヘ
ン
戦

争
以
降
の
中
国
近
代
軍
事
思
想
が
主
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前

提
と
し
て
、
古
代
軍
事
理
論
に
つ
い
て
も
簡
述
さ
れ
て
い
る
。
著
者

は
、
先
秦
時
代
の
国
防
と
大
戦
略
観
念
と
し
て
、
義
戦
を
擁
護
し
不

義
の
戦
に
反
対
す
る
、
潜
在
的
戦
争
危
機
の
回
避
、
同
盟
と
外
援
、

戦
争
準
備
と
料
敵
、
の
四
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
秦
漢
以
降

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
中
国
軍
事
理
論
の
「
発
展
」
の
特
色
と
し
て
、

①
陣
形
研
究
、
②
技
術
発
展
へ
の
留
意
、
③
武
器
設
計
、
④
陰
陽
五

行
説
と
迷
信
、
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
内
、
先
秦
時
代
の
特
質
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
初
め
の
二
点
に

つ
い
て
は
、
右
の
顧
智
明
『
中
国
軍
事
倫
理
文
化
史
』
同
様
、
そ
れ

が
重
要
な
特
質
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
内
実
、

特
に
「
義
戦
」
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
「
義
」
の
定
義
、
お
よ
び
そ

の
正
当
化
の
理
論
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
が
課
題
と
な
ろ
う
。
ま

た
、
秦
漢
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
、
四
点
の
「
発
展
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
内
の
④
は
、
呪
術
的
神
秘
的
側
面
の
存
在
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
漢
書
』
芸
文
志
に
記
さ
れ
る
「
兵
陰
陽
」

の
思
想
は
、
天
文
観
測
•
望
気
・
占
術
な
ど
を
特
色
と
す
る
呪
術
性

の
高
い
兵
法
で
あ
り
、
『
孫
子
』
『
呉
子
』
等
の
属
す
る
「
兵
権
謀
」

の
兵
法
と
は
立
場
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
注
4
)
。
こ
の
呪

術
的
な
兵
法
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
中
国
軍
事
史
』
第
四
巻
『
兵

法
』
の
見
方
が
象
徴
す
る
如
く
、
「
迷
信
」
「
糟
粕
」
と
し
て
顧
み
ら

れ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
兵
権
謀
」
に
対
す

る
今
―
つ
の
系
譜
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
動
か
し
難
い
事

実
で
あ
り
、
「
迷
信
」
か
否
か
「
発
展
」
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら

で
は
な
く
、
中
国
兵
学
全
体
の
特
質
に
関
わ
る
重
要
な
要
素
と
し
て

注
目
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
於
け
る
軍
事
思
想
研
究
の
現
状
を

概
観
し
、
改
め
て
次
の
よ
う
な
諸
点
を
、
そ
の
特
色
と
し
て
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
軍
事
思
想
史
研
究
が
構
想
さ
れ
た
の
は
、
中
国
に
於
て

も
比
較
的
近
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
所
謂
「
思
想
史
」
「
哲
学
史
」
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に
於
て
は
、
『
孫
子
』
や
『
呉
子
』
が
僅
か
に
注
目
さ
れ
た
他
は
、
「
武

経
七
書
」
所
収
の
著
名
な
兵
書
で
さ
え
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
記
述
が
主
と
し
て
伝
統
的
な

諸
子
分
類
に
基
づ
く
学
派
別
・
諸
子
別
の
構
成
を
採
っ
た
た
め
、
「
戦

争
」
「
平
和
」
「
軍
事
」
な
ど
と
い
っ
た
主
題
に
よ
る
通
史
も
、
容
易

に
は
構
想
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
も
、
兵
家
に
関
す
る
記
述
は
着
実
に
増

加
し
、
特
に
、
銀
雀
山
漢
簡
発
見
以
後
は
、
『
孫
子
』
『
孫
腋
兵
法
』

を
中
心
と
す
る
個
別
研
究
が
量
産
さ
れ
、
更
に
は
、
軍
事
史
、
軍
事

思
想
を
前
面
に
押
し
出
し
た
通
史
が
著
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
研
究
上
の
問
題
点
と
し
て
、
後
世
に
設
定
さ
れ
た
時
代

区
分
や
学
派
分
類
に
準
拠
し
た
構
成
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

例
え
ば
、
先
秦
の
軍
事
思
想
、
漢
代
の
軍
事
思
想
と
い
う
区
分
、
儒

家
の
軍
事
思
想
、
道
家
の
軍
事
思
想
と
い
う
枠
組
で
あ
る
。
こ
う
し

た
既
存
の
区
分
は
、
確
か
に
―
つ
の
足
が
か
り
と
し
て
は
有
効
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
先
秦
と
漢
代
の
間
に
越
え
難
い
境
界
を
設
定
し
て

し
ま
っ
て
は
、
先
秦
か
ら
漢
代
へ
の
連
続
性
と
い
う
側
面
は
捨
象
さ

れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
儒
家
・
道
家
と
い
う
枠
組
も
、
『
漢
書
』
芸

文
志
以
来
の
伝
統
的
分
類
に
は
違
い
な
い
が
、
軍
事
思
想
自
体
の
展

開
や
特
質
を
追
究
す
る
際
に
も
有
効
な
枠
組
で
あ
る
の
か
は
疑
問
で

あ
る
。
前
掲
書
の
一
部
に
、
法
家
思
想
や
縦
横
家
と
い
う
観
点
か
ら

兵
家
を
取
り
上
げ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
観
点
は
重
要
で
あ

ろ
う
。
特
に
、
圧
倒
的
な
軍
事
力
に
よ
っ
て
天
下
を
統
一
し
た
秦
帝

国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
政
治
思
想
・
軍
事
思
想
に
つ
い
て
充
分
な
検

討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
所
謂
「
兵
書
」
を
取
り
上
げ
る
際
、
「
武
経
七
書
」
中

心
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
と
同
様
の
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

何
故
な
ら
、
後
の
宋
代
に
設
定
さ
れ
た
「
武
経
七
書
」
と
い
う
枠
組

を
余
り
に
強
く
意
識
す
る
こ
と
は
、
古
代
兵
学
の
実
態
を
歪
曲
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
『
孫
子
』
『
呉
子
』
が
既
に
戦
国
時

代
に
於
て
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実

で
あ
る
と
し
て
も
、
戦
国
時
代
の
軍
事
思
想
が
そ
れ
ら
の
兵
書
の
み

に
よ
っ
て
語
り
尽
く
せ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
既
存
の

「
武
経
七
書
」
と
い
う
枠
組
を
一
旦
解
除
し
て
み
る
発
想
も
必
要
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
第
四
に
、
「
兵
陰
陽
」
の
思
想
に
対
す
る
冷
た

い
評
価
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
軍
事
思
想
研
究
が
、
史
的
唯
物

論
を
そ
の
主
要
な
方
法
論
と
し
て
展
開
し
て
き
た
こ
と
と
無
縁
で
は

な
い
。
即
ち
、
『
孫
子
』
『
呉
子
』
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
理
主
義
、

「
弁
証
法
的
」
思
考
が
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
、
望
気
や
占
術
を
尊

重
す
る
呪
術
的
兵
法
の
側
は
、
「
迷
信
」
的
な
兵
法
、
歴
史
の
「
糟

粕
」
と
し
て
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮

に
「
兵
陰
陽
」
の
側
が
「
迷
信
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
故
そ
う

し
た
迷
信
的
思
考
が
軍
事
と
い
う
厳
し
い
現
実
世
界
の
中
で
系
譜
を
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保
ち
得
た
の
か
、
ま
た
、
そ
う
し
た
「
迷
信
」
と
『
孫
子
』
『
呉
子
』

『
尉
練
子
』
等
の
合
理
主
義
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
検
討
が
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
第
五
の
共
通
点
と
し
て
、
自
国
の
歴
史
や
政
治
状
況
に
対

す
る
民
族
的
な
自
問
が
潜
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
は
、

『
孫
子
』
『
呉
子
』
を
初
め
、
先
秦
時
代
に
は
既
に
多
く
の
兵
書
を

生
み
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
世
界
史
的
に
見
て
も
、
極
め
て
早
熟

な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

中
国
の
軍
事
思
想
が
そ
の
後
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
な
か
っ
た
の
は

何
故
な
の
か
。
換
言
す
れ
ば
、
中
華
意
識
に
支
え
ら
れ
た
中
華
民
族

王
朝
が
度
々
夷
秋
の
侵
入
を
受
け
、
時
に
は
屈
辱
的
な
敗
戦
を
喫
し
、

更
に
は
征
服
王
朝
の
成
立
を
許
し
、
列
強
の
侵
略
を
招
い
た
の
は
何

故
な
の
か
。
こ
う
し
た
歴
史
と
政
治
へ
の
深
刻
な
問
い
で
あ
る
。
右

の
諸
研
究
の
い
く
つ
か
に
は
、
中
国
の
軍
事
思
想
の
特
質
を
解
明
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
答
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
が
見
受
け
ら

れ
た
。
即
ち
、
文
化
国
家
で
あ
る
中
国
の
軍
事
思
想
は
基
本
的
に
夷

秋
や
西
洋
列
強
の
そ
れ
と
異
質
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
特
質
を
「
義

兵
」
の
語
に
求
め
る
の
が
そ
の
―
つ
で
あ
る
。
或
い
は
、
秦
漢
時
代

ま
で
の
順
調
な
発
展
が
宋
の
文
治
主
義
や
清
の
夜
郎
自
大
的
政
策
に

よ
っ
て
停
滞
し
た
結
果
、
正
当
な
発
展
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
す

る
歴
史
評
価
も
あ
る
。

こ
の
内
、
「
義
兵
」
は
、
王
者
に
よ
る
止
む
を
得
ぬ
誅
伐
を
正
当

化
す
る
思
想
と
し
て
、
中
国
的
特
質
を
端
的
に
表
明
す
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
そ
れ
は
、
唯
一
絶
対
神
の
存
在
を
前
提
と
す
る
キ
リ
ス
ト

教
・
イ
ス
ラ
ム
教
世
界
に
於
け
る
「
聖
戦
」
な
ど
と
は
確
か
に
そ
の

性
格
を
異
に
す
る
。
「
聖
戦
」
が
神
の
名
の
下
の
残
虐
な
侵
略
行
動

を
正
当
化
し
、
布
教
の
名
の
下
の
異
教
徒
征
服
の
歴
史
を
有
す
る
の

に
対
し
て
、
中
国
の
「
義
兵
」
は
、
万
里
の
長
城
を
越
え
た
侵
略
行

動
に
は
極
め
て
慎
重
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
中
国
に
於
け
る
戦
争

観
と
平
和
観
と
の
特
質
を
考
究
せ
ん
と
す
る
場
合
、
重
要
な
指
標
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
義
兵
」
は
、
「
聖
戦
」
の
如
き
絶
対
神

の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
結
果
、
一
方
で
は
、
漠
然
と
し
た
内
容
解

釈
を
も
可
能
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
軍
事
行
動
を
正
義
の
戦
争
と
し
て
正

当
化
し
て
い
く
道
を
も
開
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
軍

事
思
想
の
停
滞
の
原
因
を
後
の
時
代
の
政
治
状
況
に
求
め
る
見
解

も
、
そ
の
時
々
の
状
況
説
明
と
し
て
は
各
々
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
各
時
代
の
政
治
の
差
異
を
越
え
た
、
中
国
の
軍

事
思
想
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
構
造
的
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
、
と

い
う
根
本
的
な
問
い
か
け
も
必
要
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
翻
っ
て
、
日
本
に
於
け
る
軍
事
思
想
研
究
の
現
状
を

概
観
し
て
み
よ
う
。
右
の
よ
う
な
中
国
の
研
究
状
況
に
比
べ
る
と
、
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日
本
に
於
け
る
軍
事
思
想
研
究
は
塞
々
た
る
感
を
否
め
な
い
。
も
っ

と
も
、
日
本
に
は
、
奈
良
時
代
に
『
孫
子
』
が
招
来
さ
れ
て
よ
り
、

長
き
に
わ
た
る
『
孫
子
』
研
究
の
歴
史
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
正
に
兵
法
の
た
め
の
学
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
文
献
実

証
主
義
的
な
学
術
研
究
に
供
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。

先
述
の
よ
う
な
、
研
究
対
象
と
な
る
べ
き
諸
文
献
の
資
料
的
問
題

も
あ
っ
て
、
兵
書
、
兵
学
、
戦
争
、
軍
事
思
想
な
ど
に
関
す
る
研
究

は
、
極
め
て
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
れ
は
、
著
名
な
「
思
想
史
」
「
哲
学
史
」
の
記
述
に
も
、
端
的

に
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』
(
-
九
三

六
年
、
初
版
の
原
題
は
『
支
那
思
想
史
』
）
は
、
従
来
の
儒
学
中
心

•
個
別
的
説
明
の
思
想
史
と
は
異
な
り
、
思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

流
れ
を
解
明
せ
ん
と
す
る
画
期
的
な
業
績
で
あ
っ
た
。
特
に
、
上
世

期
（
諸
子
時
代
）
に
か
な
り
の
分
量
を
当
て
、
諸
子
に
つ
い
て
詳
細

な
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
「
兵
家
」
に
関
す

る
項
目
は
な
く
、
「
軍
事
」
と
い
う
視
座
も
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
狩
野
直
喜
の
講
義
録
を
ま
と
め
た
『
中
国
哲
学
史
』
(
-
九

五
三
年
）
も
、
第
三
編
「
春
秋
戦
国
時
代
の
思
想
」
の
第
九
章
「
縦

横
家
・
兵
家
お
よ
び
雑
家
」
に
於
て
、
僅
か
に
『
孫
子
』
『
呉
子
』

等
の
名
を
挙
げ
る
に
過
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
は
、
『
孫
子
』

『
呉
子
』
の
偽
書
説
に
対
し
て
、
『
孫
子
』
は
自
著
、
『
呉
子
』
は
門

人
の
編
集
、
と
す
る
な
ど
の
重
要
な
指
摘
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ

れ
ら
も
、
具
体
的
な
考
証
を
経
た
後
の
結
論
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
兵

家
」
そ
の
も
の
、
或
い
は
「
兵
家
」
と
他
の
思
想
家
と
の
関
係
な
ど
、

思
想
史
的
観
点
は
希
薄
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
他
の
思
想
史
の
記
述
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。

小
島
祐
馬
『
中
国
思
想
史
』
(
-
九
六
八
年
）
は
、
思
想
史
の
背
景

と
し
て
の
、
人
間
の
社
会
生
活
（
政
治
・
経
済
・
法
律
な
ど
）
を
重

視
す
る
が
、
そ
れ
ら
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
軍
事
」

と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
は
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
先
秦
に
つ
い

て
は
、
「
原
始
儒
家
思
想
」
対
「
原
始
儒
家
に
対
立
せ
し
諸
家
の
思

想
」
と
の
枠
組
を
設
定
す
る
が
、
後
者
の
「
諸
家
」
の
中
に
も
兵
家

は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
原
利
国
編
『
中
国
思
想
史
』

（
一
九
八
七
年
）
は
、
著
名
な
思
想
家
ご
と
の
解
説
と
い
う
構
成
を

採
り
、
従
来
の
「
思
想
史
」
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
文
学
・

仏
教
関
係
者
に
も
注
目
す
る
点
に
特
色
を
見
せ
る
が
、
兵
家
の
人
物

は
一
人
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
更
に
、
赤
塚
忠
ほ
か
編
『
中

国
文
化
叢
書
3
思
想
史
』
(
-
九
六
七
年
）
、
『
同
2
思
想
概
論
』
（
一

九
六
八
年
）
は
、
学
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
を
動
員
し
て

従
来
の
思
想
史
研
究
を
総
括
し
、
当
時
に
於
け
る
標
準
的
な
概
論
と

し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
兵
家
は
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
軍
事
・
戦
争
と
い
う
視
座
か
ら
の
記
述
も
見
ら
れ

な
い
。こ

れ
に
対
し
、
兵
家
の
思
想
を
独
立
し
て
扱
っ
た
最
初
の
も
の
と
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し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
『
講
座
東
洋
思
想
3
中
国
思
想
I
I
道
家
と

道
教
』
（
宇
野
精
一
ほ
か
編
、
一
九
六
七
年
）
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、
「
付
録
」
と
い
う
位
置
づ
け
な
が
ら
「
兵
家
思
想
」
（
竹
内
照
夫
）

を
独
立
項
目
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

主
要
な
兵
家
を
『
史
記
』
等
の
伝
記
に
基
づ
い
て
紹
介
し
、
「
武
経

七
書
」
の
内
訳
を
概
説
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
兵
家

と
他
の
諸
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
兵
家
は
功
利
主
義
と
い
う

点
で
法
家
思
想
と
最
も
近
く
、
戦
争
否
定
の
立
場
を
取
る
道
家
と
は

異
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
兵
家
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
勝

利
本
意
の
思
想
が
比
較
的
単
純
に
露
呈
し
て
い
る
『
孫
子
』
か
ら
、

兵
法
の
倫
理
化
が
強
め
ら
れ
て
い
る
他
の
兵
書
へ
の
変
遷
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
大
局
的
な
見
通
し
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る

と
思
わ
れ
る
が
、
兵
家
と
他
の
諸
思
想
と
の
関
係
、
『
孫
子
』
か
ら

他
の
兵
書
へ
の
展
開
と
も
、
更
に
個
別
の
検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
後
、
大
量
の
兵
書
を
含
む
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
、

戦
国
期
か
ら
漢
代
初
期
に
至
る
道
家
思
想
の
展
開
に
深
く
関
わ
る
馬

王
堆
漢
墓
吊
書
、
秦
の
法
治
の
実
態
を
示
す
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
な
ど

が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
、
こ
う
し
た
見
通
し
自
体
に
つ
い
て
も
、
現

在
で
は
再
考
の
余
地
が
生
じ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、
他
の
主
題
研
究
の
中
で
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

概
観
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
『
孫
子
』
研
究
で

あ
る
。
『
孫
子
』
は
他
の
兵
書
に
突
出
し
て
、
古
来
そ
の
意
義
を
高

く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
中
世
以
来
の
『
孫
子
』
研
究
の
伝
統
は
無
論

の
こ
と
、
近
年
に
至
っ
て
も
、
佐
藤
堅
司
『
孫
子
の
思
想
史
的
研
究
』

（
原
書
房
、
一
九
六
二
年
）
は
、
『
孫
子
』
十
三
篇
の
篇
ご
と
の
解

説
の
他
、
「
日
本
に
お
け
る
『
孫
子
』
研
究
の
思
想
史
的
考
察
」
に

多
く
の
頁
を
割
い
て
い
る
。
『
孫
子
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
春
秋

時
代
の
孫
武
を
原
作
者
、
戦
国
時
代
の
孫
腋
を
そ
の
補
完
者
と
推
定

し
、
『
孫
子
』
の
体
系
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
大
特
色
と
し
て
、

科
学
的
体
系
、
常
変
一
体
、
静
動
一
元
、
万
全
主
義
、
を
挙
げ
る
。

ま
た
、
河
野
収
「
『
孫
子
』
成
立
の
史
的
研
究
1
.
2
」
(
『
防
衛

大
学
校
紀
要
』

2
8
.
2
9
、
一
九
七
四
年
）
は
、
孫
武
論
・
孫
腋
論
か

ら
成
り
、
孫
武
時
代
、
孫
腋
時
代
の
事
件
と
『
孫
子
』
の
内
容
と
の

照
合
を
通
じ
て
、
『
孫
子
』
の
成
立
が
四
段
階
を
経
て
い
る
（
①
春

秋
末
呉
の
孫
武
の
研
究
成
果
、
『
孫
子
』
の
原
案
の
成
立
、
②
戦
国

中
期
、
孫
腋
に
よ
る
家
伝
の
兵
法
『
孫
子
』
十
三
篇
の
補
修
、
③
孫

武
、
孫
腋
か
ら
曹
操
に
至
る
間
の
補
筆
、
散
侠
な
ど
、
④
曹
操
に
よ

る
整
理
）
と
の
、
著
者
独
自
の
『
孫
子
』
成
立
論
を
提
示
す
る
。
銀

雀
山
漢
墓
竹
簡
発
見
以
前
の
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
有
力

で
あ
っ
た
後
世
偽
作
説
を
基
本
的
に
は
否
定
し
、
春
秋
時
代
の
孫
武

に
よ
る
原
案
の
成
立
を
主
張
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
同
氏
の
「
孫

子
に
お
け
る
方
法
論
の
研
究
1
S
4
」
(
『
防
衛
大
学
校
紀
要
』

3
0
S

33
、
一
九
七
五

S
七
六
年
）
は
、
角
度
を
変
え
、
『
孫
子
』
十
三
篇

に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
論
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
戦
力
論
•
静
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的
戦
カ
・
動
的
戦
カ
・
戦
争
論
・
闘
争
論
・
管
理
論
・
将
帥
論
•
戦

争
戦
略
論
か
ら
成
る
。

更
に
、
一
九
七
二
年
の
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
発
見
を
受
け
て
、
『
孫

腋
兵
法
』
の
全
訳
を
行
な
っ
た
の
が
、
金
谷
治
『
孫
腋
兵
法
』
（
東

方
書
店
、
一
九
七
六
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整

理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
云
邑
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五

年
）
を
底
本
に
、
そ
の
日
本
語
訳
を
行
な
い
、
併
せ
て
、
中
国
語
論

文
の
翻
訳
紹
介
や
解
説
も
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
銀
雀
山
漢
簡
『
孫

子
兵
法
』
を
底
本
に
『
孫
子
』
を
訳
注
し
た
の
が
、
浅
野
裕
一
『
孫

子
』
（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
、
の
ち
―
九
九
七
年
、
講
談
社
学
術

文
庫
）
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
も
既
に
、
『
孫
子
』
の
訳
注
や
解
説

書
は
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
出
土
資
料
を
全
面
に
押
し

出
し
た
解
釈
は
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。
同
氏
に
は
ま
た
、
出
土
資
料

の
発
見
を
受
け
て
、
現
行
本
十
三
篇
『
孫
子
』
の
成
立
事
情
を
詳
細

に
考
究
し
た
「
十
三
篇
『
孫
子
』
の
成
立
事
情
」
（
『
島
根
大
学
教
育

学
部
紀
要
』
第
十
三
巻
、
一
九
七
九
年
）
が
あ
る
。

次
に
、
中
国
の
長
き
戦
争
の
歴
史
は
、
民
衆
運
動
・
革
命
思
想
と

い
う
視
点
か
ら
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鈴
木
中
正
編
『
千

年
王
国
的
民
衆
運
動
の
研
究
ー
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
I
』

（
一
九
八
二
年
）
で
は
、
野
口
鐵
郎
・
鈴
木
中
正
•
浅
井
紀
が
明
清

代
の
千
年
王
国
論
的
宗
教
運
動
・
民
衆
運
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
千
年
王
国
論
が
一
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
平
和
論
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
宗
教
運
動
・
民
衆
運
動
が
聖
戦
と
し
て
過
激
な

軍
事
行
動
を
と
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
に
於
て
、
結
果
的
に
、
中
国

に
於
け
る
「
戦
争
と
平
和
」
と
い
う
視
座
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
こ
う
し
た
千
年
王
国
と
い
う
観
点
か
ら
更
に
中
国
史
全
体
を

鳥
敵
す
る
の
が
、
三
石
善
吉
『
中
国
の
千
年
王
国
』
(
-
九
九
一
年
）

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
黄
巾
の
乱
を
道
教
的
千
年
王
国
、
大
乗
の
乱

を
仏
教
的
千
年
王
国
、
太
平
天
国
を
キ
リ
ス
ト
教
的
千
年
王
国
、
清

末
の
王
餡
な
ど
を
儒
教
的
千
年
王
国
、
義
和
団
を
儒
仏
道
的
千
年
王

国
と
規
定
し
、
そ
の
思
想
と
運
動
の
特
質
を
解
明
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
『
管
子
』
の
思
想
の
体
系
的
理
解
と
い
う
観
点
か
ら
、

そ
の
「
強
兵
思
想
」
に
注
目
す
る
金
谷
治
『
管
子
の
研
究
』
（
岩
波

書
店
、
一
九
八
七
年
）
、
斉
文
化
と
い
う
地
域
の
特
殊
性
か
ら
そ
の

兵
法
思
想
に
着
目
す
る
谷
中
信
一
「
『
淮
南
子
』
の
成
立
に
与
え
た

斉
文
化
の
影
響
に
つ
い
て
ー
兵
略
訓
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
日
本
女

子
大
学
紀
要
文
学
部
』
四
十
、
一
九
九

0
年
）
、
同
「
『
逸
周
書
』
研

究
（
四
）
ー
そ
の
兵
法
思
想
に
つ
い
て
ー
」
（
『
日
本
女
子
大
学
紀
要

文
学
部
』
四
三
、
一
九
九
三
年
）
、
東
洋
の
自
然
観
を
追
究
す
る
中

で
、
兵
家
の
自
然
観
を
「
技
術
的
自
然
」
と
定
義
す
る
鈴
木
喜
一
『
東

洋
に
お
け
る
自
然
の
思
想
』
（
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）
、
「
気
」
の

思
想
と
い
う
観
点
か
ら
兵
家
の
思
想
を
取
り
上
げ
る
、
細
川
一
敏
「
兵

家
・
黄
老
思
想
に
お
け
る
気
の
役
割
」
（
『
気
の
思
想
ー
中
国
に
お
け

る
自
然
観
と
人
間
観
の
展
開
』
、
九
七
八
年
）
、
竹
田
健
二
「
兵
家
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の
気
の
思
想
に
つ
い
て
ー
「
孫
氏
の
道
」
を
中
心
に
ー
」
（
『
集
刊
東

洋
学
』
七
二
、
一
九
九
四
年
）
、
同
「
『
六
餡
』
に
お
け
る
気
の
二
元

性
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
暑
号
、
一
九
九
七
年
）
、
「
兵
」
「
戦
」
の

イ
メ
ー
ジ
の
展
開
・
継
承
を
追
究
す
る
関
口
順
「
春
秋
時
代
の
「
戦
」

と
そ
の
残
像
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
七
集
、
一
九
七
五
年
）
、

同
「
『
漢
書
』
刑
法
志
論
兵
部
分
の
思
想
史
的
考
察
」
（
『
埼
玉
大
学

紀
要
』
第
一
四
巻
、
一
九
七
八
年
）
、
戦
国
か
ら
漢
初
に
至
る
軍
事

的
教
養
と
国
造
り
の
思
想
を
追
究
す
る
柴
田
昇
「
『
尉
練
子
』
の
世

界
ー
戦
国
期
中
国
に
お
け
る
軍
事
的
教
養
の
一
形
態
ー
」
（
『
東
方
学
』

第
九
二
輯
、
一
九
九
六
年
）
、
同
「
『
荀
子
』
と
兵
学
ー
戦
国

S
漢
初

に
お
け
る
軍
事
的
教
養
の
一
側
面
ー
」
（
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究

報
告
』
第
二
二
号
、
一
九
九
八
年
）
、
古
代
兵
書
に
見
え
る
「
動
物

イ
メ
ー
ジ
」
「
連
続
性
」
「
均
衡
観
」
な
ど
の
観
念
を
追
究
す
る
久
富

木
成
大
「
『
六
餡
』
に
お
け
る
動
物
模
倣
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
金
沢
大

学
教
養
部
論
集
』
人
文
科
学
篇
三
一
巻
第
一
号
、
一
九
九
三
年
）
、

同
「
『
孫
子
』
に
お
け
る
「
連
続
性
」
信
仰
と
時
間
認
識
を
め
ぐ
っ

て
」
（
『
金
沢
大
学
教
接
部
論
集
』
人
文
科
学
篇
三
一
巻
第
二
号
、
一

九
九
四
年
）
、
同
「
『
孫
子
』
の
軍
事
思
想
の
特
色
ー
そ
の
勢
力
均
衡

観
に
つ
い
て
」
（
『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
』
人
文
科
学
篇
三
二
巻
第

一
号
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
、
興
味
深
い
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

無
論
、
数
多
く
の
思
想
史
研
究
の
中
に
は
、
個
々
の
思
想
家
や
文

献
の
軍
事
的
側
面
に
つ
い
て
触
れ
る
も
の
は
散
見
す
る
。
ま
た
、
個

別
研
究
の
中
に
は
、
右
の
よ
う
に
、
他
の
主
題
と
の
関
わ
り
か
ら
兵

家
に
注
目
す
る
も
の
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
『
孫
子
』
に
よ
っ
て

「
国
の
大
事
」
（
計
篇
）
と
宣
言
さ
れ
た
「
兵
」
が
、
研
究
史
の
上

で
「
大
事
」
と
意
識
さ
れ
て
い
る
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
日
本
に

於
て
は
、
中
国
軍
事
思
想
の
研
究
は
、
未
開
拓
分
野
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
を
招
い
た
直
接
的
原
因
と
し
て
は
、
先
に
指

摘
し
た
資
料
的
制
約
と
い
う
問
題
が
先
ず
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
う
し
た
直
接
的
原
因
の
更
に
背
後
に
潜
在
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
次
の
よ
う
な
問
題
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
中
国
が
古
来
よ
り
「
文
」
明
国
で
あ
り
、
「
文
」
治
国

家
で
あ
っ
た
と
い
う
中
国
観
で
あ
る
。
確
か
に
、
中
国
は
自
ら
の
祖

先
を
荒
ぶ
る
戦
争
の
神
に
求
め
た
り
、
自
ら
の
民
族
的
特
質
を
「
武

勇
」
や
「
好
戦
」
と
い
っ
た
点
に
求
め
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
武
力
に
よ
っ
て
旧
六
国
を
併
合
し
た
秦
帝
国
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
儒
教
を
国
教
化
し
た
漢
帝
国
や
文
治
主
義
を
標
榜
し
た
宋
王
朝

に
於
て
さ
え
も
、
軍
事
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
う

し
た
「
文
」
的
印
象
と
は
裏
腹
に
、
軍
備
の
増
強
、
内
乱
の
鎮
圧
、

夷
秋
と
の
抗
争
と
い
う
生
々
し
い
「
武
」
的
現
実
を
抱
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
「
武
」
力
を
保
有
し
、
そ
れ
を
行
使
し
て
き
た
歴
史
を
軽

視
し
、
思
想
史
研
究
を
、
学
術
や
文
化
な
ど
と
い
う
言
わ
ば
「
文
」

的
観
点
か
ら
の
み
進
め
る
こ
と
は
、
歴
史
の
実
態
を
見
失
う
危
険
を
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牢
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
二
十
世
紀
後
半
、
い
わ
ゆ
る
科
学
的
な
学
術
研
究
が
進
展

す
る
中
で
、
我
が
国
の
歴
史
と
戦
争
と
の
関
係
に
見
ら
れ
る
独
特
な

雰
囲
気
も
、
研
究
・
教
育
の
世
界
に
影
瞥
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
は

言
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
中
国
に
於
け
る
古
代
軍
事
史
研
究

が
そ
れ
な
り
に
進
展
し
て
い
る
状
況
と
対
比
す
る
時
、
一
層
明
瞭
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
も
、
先
の
資
料
的
制
約
と
い
う
直
接

的
な
問
題
と
共
に
、
こ
う
し
た
主
題
に
よ
る
研
究
を
進
展
さ
せ
て
こ

な
か
っ
た
―
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
潜
在
的
問
題
は
と
も
か
く
、
資
料
的
制
約

と
い
う
直
接
的
障
壁
を
乗
り
越
え
て
、
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
る

に
は
、
如
何
な
る
点
に
留
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

は
、
前
節
ま
で
に
於
て
指
摘
し
た
諸
点
に
加
え
、
更
に
次
の
よ
う
な

点
が
肝
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
は
、
や
は
り
、
一
九
七

0
年
代
に
相
次
で
発
見
さ
れ
た
古
代

文
書
へ
の
注
目
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
述
の
臨
祈
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

の
み
に
止
ま
ら
な
い
。
一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
か

ら
出
土
し
た
漢
代
初
期
の
吊
書
（
馬
王
堆
吊
書
）
、
一
九
七
五
年
に

湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
に
於
て
発
見
さ
れ
た
秦
代
の
竹
簡
（
睡
虎
地

秦
簡
）
な
ど
に
も
、
主
と
し
て
、
戦
国
時
代
か
ら
秦
漢
に
至
る
政
治

・
軍
事
の
実
態
や
そ
れ
に
関
係
す
る
諸
思
想
が
、
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
従
来
ほ
と
ん
ど
通
説
と
な
っ
て
い
た
偽
書

説
の
多
く
は
、
根
本
か
ら
再
考
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、

「
武
経
七
書
」
の
枠
を
越
え
て
、
軍
事
史
・
軍
事
思
想
に
関
す
る
諸

資
料
が
豊
富
に
提
供
さ
れ
る
と
い
う
劇
的
な
事
態
が
出
現
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
へ
の
注
目
な
く
し
て
、
中
国
軍
事
思
想
史
の

構
想
は
お
ぽ
つ
か
な
い
。

第
二
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
、
「
兵
家
」
と
い

う
枠
組
の
再
考
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
土
資
料
は
、
後
の
世
に
設
定

さ
れ
た
「
儒
家
」
「
法
家
」
「
兵
家
」
な
ど
の
枠
組
に
全
く
規
定
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
、
従
来
、
厳
し
く
対
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
王
道
と
覇
道
と
を
連
続
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
思
考
、
或
い
は

「
儒
家
」
的
で
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
積
極
的
な
武
力
行
使
を
説
く

思
想
、
基
本
的
に
は
兵
書
で
あ
り
な
が
ら
、
単
な
る
兵
法
書
に
は
止

ま
ら
ず
、
政
治
や
人
間
へ
の
深
い
思
索
が
表
明
さ
れ
て
い
る
も
の
な

ど
、
「
儒
家
」
「
法
家
」
「
兵
家
」
と
い
っ
た
既
存
の
枠
組
に
は
収
ま

り
き
ら
ぬ
多
彩
な
内
容
が
見
ら
れ
た
（
注
5
)
。
そ
こ
で
、
「
兵
書
」

「
武
経
七
書
」
と
い
う
後
世
に
設
定
さ
れ
た
枠
組
を
一
旦
解
除
し
て

み
れ
ば
、
実
は
、
「
兵
家
」
以
外
の
伝
来
の
文
献
の
中
に
も
、
軍
事

に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
は
多
々
存
在
し
、
ま
た
逆
に
、
「
武
経
七

書
」
の
中
に
も
、
「
兵
法
」
の
枠
を
越
え
た
政
治
論
や
人
間
論
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
「
兵
家
」
の
研
究
に
際
し
、

「
兵
家
」
の
枠
組
を
旦
忘
れ
る
こ
と
も
肝
要
で
あ
ろ
う
。
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第
三
は
、
こ
れ
ら
出
土
資
料
に
も
含
ま
れ
て
い
た
神
話
伝
説
資
料

の
思
想
史
的
解
明
で
あ
る
。
中
国
は
早
熟
な
文
字
言
語
の
文
明
を
背

景
に
、
強
力
な
中
央
集
権
的
国
家
を
早
期
に
築
き
上
げ
た
。
そ
れ
は

一
元
的
な
世
界
観
を
志
向
す
る
こ
と
と
も
な
り
、
各
地
に
伝
承
さ
れ

て
い
た
神
話
伝
説
の
類
い
は
、
こ
う
し
た
世
界
観
の
下
に
統
廃
合
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ギ
リ
シ
ア
・
イ
ン
ド
な
ど
、
豊

富
な
神
話
伝
説
を
持
つ
古
代
国
家
に
比
べ
て
、
中
国
の
神
話
伝
説
類

は
夙
に
失
わ
れ
、
極
め
て
乏
し
い
状
況
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
神
話
伝
説
が
皆
無
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
ま
た
、
様
々
に

変
容
を
遂
げ
な
が
ら
も
、
諸
文
献
に
そ
の
姿
を
伝
え
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
神
話
伝
説
資
料
の
内
、
特
に
、
戦
争
の
神
に
関
す
る
伝
承

は
、
軍
事
思
想
史
を
語
る
上
で
、
看
過
し
得
な
い
資
料
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
戦
争
や
平
和
と
い
っ
た
観
念
は
、
戦
争
神
の

存
在
や
そ
の
変
容
の
過
程
に
、
必
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
（
注

6
)
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
中
国
・
日
本
に
於
け
る
諸
研
究
を
概
観
し
つ

つ
、
中
国
軍
事
思
想
研
究
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

中
国
思
想
の
研
究
を
広
大
な
大
地
に
璧
え
れ
ば
、
中
国
軍
事
思
想

史
の
研
究
は
、
な
お
陸
の
孤
島
の
感
を
否
め
な
い
。
一
方
、
右
に
指

摘
し
て
き
た
個
々
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
新

た
な
地
平
を
切
り
開
く
の
は
、
至
難
の
業
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
う
し
た
課
題
を
明
確
に
意
識
し
、
そ
の
解
決
を
模
索

す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
「
文
の
国
」
と
い
う
美

し
き
中
国
像
に
、
「
武
」
と
い
う
要
素
を
加
え
る
試
み
と
は
な
る
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
決
し
て
「
文
」
の
否
定
で
は
な
い
。
こ
う
し
た

「
武
」
の
思
想
の
研
究
が
、
よ
り
豊
か
な
「
文
」
の
歴
史
の
発
見
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
古
侠
兵
書
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
銀
雀
山

漢
墓
竹
簡
古
逸
兵
書
の
研
究
ー
「
王
兵
」
篇
の
考
察
ー
」
（
『
古
代
文
化
』

第
四
三
巻
第
十
二
号
、
一
九
九
一
年
）
、
お
よ
び
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

『
守
法
守
令
等
十
二
篇
』
の
思
想
史
的
意
義
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
辰

号
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

(
2
)

呉
起
の
思
想
と
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
兵
家
の
思
想
と
活
動
」

（
『
し
に
か
』
一
九
九
九
年
二
月
号
）
参
照
。

(
3
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
古
代
の
戦
争
と
平
和
」
（
岩
波
書

店
・
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』
第
25
巻
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

(
4
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
尉
線
子
』
の
富
国
強
兵
思
想
」
（
『
東

方
学
』
第
六
九
輯
、
一
九
八
四
年
）
、
お
よ
び
「
『
呂
氏
春
秋
』
の
軍
事

思
想
ー
兵
陰
陽
家
著
作
説
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
呂
氏
春
秋
研
究
』
第
五

注
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一
九
九
二
年
）
参
照
。

(
5
)
例
え
ば
、
馬
王
堆
吊
書
『
明
君
』
に
は
、
従
来
、
先
鋭
に
対
立
す
る

と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
王
道
」
と
「
覇
道
」
と
を
連
続
的
に
捉
え
よ
う

と
す
る
思
考
が
窺
え
る
。
ま
た
、
同
じ
く
馬
王
堆
吊
書
『
称
』
は
、
為

政
の
原
理
と
し
て
の
「
文
」
「
武
」
両
者
を
、
陰
陽
•
四
時
の
規
則
的

な
交
代
変
化
を
規
範
と
し
て
、
同
等
の
価
値
を
持
ち
つ
つ
併
存
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
馬
王
堆
吊
書
『
明
君
』
の
思
想
史
的
意
義
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
宙

号
、
一
九
八
八
年
）
、
お
よ
び
「
「
称
」
の
思
想
ー
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
称
』

に
於
け
る
天
道
と
統
治
原
理
ー
」
（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二

号、

三
巻
第
二
号
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。

(
6
)
中
国
古
代
の
戦
争
神
と
し
て
著
名
な
の
は
蛍
尤
で
あ
る
。
蛍
尤
は
、

中
国
史
上
初
め
て
戦
争
を
興
し
黄
帝
と
戦
っ
て
敗
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

一
方
、
蛍
尤
を
戦
争
神
と
す
る
諸
伝
承
も
豊
富
に
存
在
す
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
軍
神
の
変
容
ー
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論

の
展
開
と
蛍
尤
像
ー
（
一
）
」
（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
六

巻
、
一
九
九
二
年
）
、
「
軍
神
の
変
容
ー
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の

展
開
と
蛍
尤
像
（
二
）
」
（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
七
巻
、

一
九
九
三
年
）
、
「
馬
王
堆
吊
書
『
十
六
経
』
の
蛍
尤
像
」
（
『
東
方
宗
教
』

第
八
九
号
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。
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